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本日の取材は 20時 00分までにお願いします。 

 

食中毒の発生について 

 

令和７年７月１７日（木）、美濃市内の住民から「７月１１日（金）に関市内の飲食店を２人で利用し、

下痢、腹痛等の症状を呈した。」旨、関保健所へ連絡がありました。 

関保健所は、患者ら全員に共通する食事は当該施設で調理された食品に限られること、患者の便からカ

ンピロバクター・ジェジュニが検出されたこと、患者を診察した医師から食中毒の届出があったことから、

当該施設が提供した食事を原因とする食中毒と断定し、本日、行政処分を行いました。 

発生状況等の概要は下記のとおりです。なお、患者らはいずれも快方に向かっています。 

 

記 

 

１ 発生状況 

 Ａグループ Ｂグループ 

摂食者数 ２人 ２人 

有症者数 ２０歳代 男性２人 ４０歳代 女性２人 

受診者数 ２人（入院０人） ２人（入院０人） 

摂食日時 ７月１１日（金） ２１時００分 ７月１２日（土） １７時００分 

発病日時 
７月１２日（土） ２１時００分 

～７月１３日（日） ２１時００分 

 ７月１４日（月） １６時００分 

～７月１５日（火） １２時００分 

主な症状 下痢、腹痛、発熱等 下痢、腹痛、発熱等 

２ 主なメニュー 焼き鳥（はつ、きも、せせり、かわ等）、月見つくね 等 

３ 原因食品   ７月１１日（金）及び１２日（土）に当該施設から提供された食事 

４ 病因物質   カンピロバクター・ジェジュニ 

５ 原因施設   屋 号：焼き鳥 りた 

営業者：河
かわ

尻
しり

 江
え

理
り

 

業 種：飲食店営業（居酒屋） 

    所在地：関市旭ケ丘３－２－１０旭ハイツ西 

６ 措 置 

関保健所では、当該施設を７月２８日（月）から食品衛生法の規定による営業禁止処分とした。（再発

防止措置が講じられた後に解除する。） 

 

 

令和７年７月２８日（月）岐阜県発表資料 

担当課 担当係 担当者 電話番号 

生活衛生課 食品指導係 山田 
内線 3419 
直通 058-272-8280 
F A X 058-278-2627 



 

岐阜県における食中毒発生状況（令和７年７月２８日現在、本件を含む） 

 
本 年 昨 年 同 期 昨年１年間 

件数 有症者数 死者数 件数 有症者数 死者数 件数 有症者数 死者数 

岐 阜 県 １７ ６７７ ０ １１ ４３８ ０ ２０ ４８６ ０ 

内
訳 

岐阜市以外 １４ ６２５ ０ ６ ２００ ０ １４ ２４５ ０ 

岐阜市 ３ ５２ ０ ５ ２３８ ０ ６ ２４１ ０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

カンピロバクターとは 

 

以前から発生が見られる、代表的な食中毒菌です。 

家畜（鶏、牛、豚等）の消化管内に住み、汚染された食品や飲料水などを介して感染します。 

 

＜菌の特徴＞ 

○ 動物の消化管内、河川、下水など自然界に広く分布しています。 

○ 比較的少量の菌でも発症します。一般に１ｇ中に100個以上の菌が増殖した食品を食べると感染し、急

性胃腸炎をおこすと言われています。 

○ 他の多くの食中毒菌と比較して、潜伏期間が長いです。 

 

＜原因食品＞ 

○ 食肉（特に鶏肉）及びその加工品。 

○ 二次的に汚染された食品（サラダなどの未加熱の食品など）。 

 

＜症状と潜伏時間＞ 

○ 下痢、腹痛、発熱、頭痛、悪寒、筋肉痛、おう気など。 

○ 潜伏時間は、摂食後１～７日（平均３日）。 

 

＜予防のポイント＞ 

○ 飲食店を利用する際は、生や半生状態の鶏肉料理を避け、よく加熱された鶏肉料理を選びましょう。 

○ 焼肉やバーベキューなどの場合は専用の箸やトングを用意して、自分の箸で直接生肉に  

触れないようにしましょう。 

○ 調理器具等を十分に洗浄・消毒しましょう。 

○ 食肉は冷蔵庫中で適正管理（他の食品と接触させない。）しましょう。 

 

＜カンピロバクターによる食中毒発生状況＞ 

 令和４年 令和５年 令和６年 

岐阜県 
１／１１ 

（９．１％） 

３／２１ 

（１４．３％） 

４／２０ 

（２０．０％） 

全国 
１８５／９６２ 

（１９．２％） 

２１１／１，０２１ 

（２０．７％） 

２０８／１，０３７ 

（２０．１％） 

※岐阜県の値は岐阜市含む 

※数値は（カンピロバクターによる食中毒事件数）／（総食中毒事件数） 

 

 

 

 

 

 

 

牛、豚、鶏等の食肉（内臓肉を含む。）の生食は、カンピロバクターやＯ１５７などの
腸管出血性大腸菌等の食中毒菌に感染するおそれがあり、これらの食中毒により、特にお
子様やご高齢の方その他食中毒に対する抵抗力の弱い方は、死亡にいたる危険性もありま
す。 
食肉は十分加熱して食べましょう！ 

参考資料 


